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 市制施行 60周年記念 

 市政功労者表彰を受けました    

ふれあい祭開催のお知らせ 

習志野文化ホールでの記念式典 

文化講演会開催のお知らせ 
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習志野市国際交流協会会報 
スクウェア 第108号 

2015（平成 27）年 1月 1日 

 

―――――――主な内容 CONTENTS――――――――― 

■訃報――名誉顧問の林安次様がご逝去されました 

■市制施行 60周年記念 市政功労者表彰を受けました 

■鷺っ子まつりと実花小 40周年記念文化祭に参加しました 

詳しい記事、およびカラー版が NIAホームページからご覧になれます 

 このたび習志野市国際交流協会

が、市制施行 60周年記念市政功労

者表彰の一部門である「市民協働

功労表彰」を受けました。 

 この表彰は、多年にわたり市政

の発展に尽力し、その功績が特に

顕著であると認められる個人と団

体に与えられるものです。 

 表彰式は、平成 26年 11月 1 日

(土)に習志野文化ホールにおいて

行われ、個人 713名、団体 65団体

の方々がこの栄誉に浴しました。

当協会から﨑山会長が出席しまし

た。 

 当協会は、1986 年 4 月 26 日、

習志野市とアメリカ合衆国アラバ

マ州タスカルーサ市が姉妹都市提

携をしたことを契機に、翌年の

 習志野市民の皆さんと在住外国人の皆さんとの楽

しいお祭りを開催します。谷津干潟公園の自然を満喫

しながら、日本と世界の正月風景に触れてみません

か。ステージでは民族音楽はじめ世界の踊りなども行

います。 

日時 平成 27年 1月 17日（土）10時～15時 

会場 谷津干潟自然観察センター 

内容    ・ステージ（世界の音楽、踊り、武術等） 

・外国文化との体験交流コーナー 

・日本語学習支援紹介コーナー 

・姉妹都市交流コーナー 

・国際交流協会活動紹介コーナー 

 参加費 無料 

1987 年 7 月 18 日に設立されまし

た。以来多くのボランティアの方々

に支えられながら、習志野市におけ

る国際交流の推進と国際化に寄与

することを目的に活動してきまし

た。内外における国際交流、国際理

解、国際支援、それに伴う情報の収

集と提供、日本語ボランティアの育

成など、その活動は多岐にわたりま

す。 

 このような地道な活動を毎年継

続していることに加えて、今年度は

市内 4 つの高等学校の生徒をタス

カルーサ市に派遣するなど、新たな

事業を積極的に展開しています。 

 協会の活動は決して華やかでも

大袈裟なものでもありません。むし

ろ国際交流という役割に根気よく

取り組んでいる地道な活動です。 

今回の表彰は、ボランティアとして

長く続けてきたことが評価されたも

のと思いますが、一方で実際の活動

ではボランティア自身が励まされ、

学んでいます。それが今日まで長く

活動を続けてこられた原動力だと思

います。 

 市政功労者表彰は、ボランティア

活動に従事してきた者にとって至上

の名誉です。今回の表彰を、これま

での活動に尽力いただいた関係者の

皆様とともに喜びたいと思います。 

（報告：事務局長 斉藤富男） 

 

日時 平成 27年 2月 28日（土）13時～16時 

会場 千葉工業大学 津田沼キャンパス 

     2号館 3階 大教室 

入場 無料 

第１部  国際宇宙ステーションからの流星観測プロ

 ジェクト『メテオ』 

  ～ロケット打上げ失敗から再打上げに向けて～  

 講師 千葉工大惑星探査研究センター 

    上席研究員 荒井朋子氏 

第２部  伝説のウイスキーブレンダー 

  ～日本ウイスキー 世界一への道～

 講師 サントリー株式会社 

    名誉チーフブレンダー 輿水精一氏 
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 鷺沼小でラミラさん 

（コロンビア） 

 鷺沼小の鷺っ子まつりと 

 実花小の40周年記念文化祭に 

 参加しました 

原田益次 （「世界を知ろう」サポートプラン実行委員）     

日本語教室学習者とボランティア

の親睦会で盆踊りに参加しました 

市の小学校先生と日本語教室学

習者で料理教室が開かれました 

 実花小でセリーナさん 

（右）とアナさん（左）
（ブラジル） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成 26年 10月 25日（土）、市内鷺沼小学校で「鷺

っ子まつり」が開催されました。 

 日本語教室部会の「世界を知ろう」サポートプラン

実行委員会は、学習者や日本語ボランティアとともに

「世界の人にあいさつしよう」をテーマに外国人と子

供たちの交流イベントを行いました。昨年に続き 2回

目の参加です。参加者は中国、メキシコ、フィリピン、

マレーシア、フランス、インド、ネパール、コロンビ

ア、ベトナムの 9 カ国 13 名の学習者と、ボランティ

アや NIA関係者、合わせて 44人でした。 

 11 時のオープンとともに入り口でサインラリー用

紙をもらった子供たちは、参加 9か国それぞれのブー

スや世界のコインコーナーであいさつを交わし握手

します。そしてラリー用紙に国旗シールを貼ってもら

ったり、名前や挨拶の言葉をサインしてもらいます。

元気よく「ニイハオ」と答える子がいるかと思うと、

スペイン語のこんにちは「ブエノスデアス」を何度も

繰り返す子や、握手の手を出されて恥ずかしそうに握

る子などもいて様々です。 

 アトラクションタイムでは、民族衣装も鮮やかなイ

ンドのダンス、ネパールの音楽に合わせてのダンス、

コロンビアのダンス、中国の太極拳なども披露されま

した。NI-Youth による世界常識〇×クイズや国当てク

イズも盛況で、景品をゲットした子供たちが歓声を上

げました。 

 賑わいが続く中で午後 2時に終了しました。 

 11月 15日（土）は実花小学校でのイベントに参加し

ました。こちらは「こどもまつり」ではなく、創立 40

周年を記念しての文化祭です。参加者は中国、メキシコ、

ペルー、ベトナム、ブラジル、フィリピン、ネパール、

インドの 8カ国 14名の学習者、17名のボランティアの

合計 31人でした。 

 10 時半にイベントはスタート。子供たちは日本語や

各国の言葉であいさつしたり、国旗のシールを貼っても

らって握手したり、各国の観光地や特産品などの説明に

うなずいたり、質問したりして交流が進みました。笑顔

でサインをし、何度も母国語でこんにちはを繰り返し、

大きな声で自国を紹介している外国人を見ているとこ

ちらもうれしくなりました。 

 12 時になり、心残りの様子の子供を見送って終了。

見に来られた校長先生から「こんなに大勢の外国の人と

話ができて子供たちも喜んでいます」と言っていただい

たのを励みに、私達「世界を知ろう」サポートプラン実

行委員会はこれからも一層頑張っていこうと思います。 

 日本語教室部会では、学習者と日本語ボランティア

が親しく交流してほしい、との思いで毎年、親睦会を

開催しています。平成 26年 8月 23日（土）に、京成

津田沼駅前広場で毎年盛大に行われる地元主催の盆踊

りに参加しました。 

 サンロード 6 階大会議室に集まり、外国人学習者は

浴衣を着せてもらって盆踊りを教えてもらいました。

初めての浴衣に笑顔があふれていました。 

 そして 7時、いよいよ駅前広場での本番です。練習

の成果があって、みなさんすぐに踊り手の輪に入って

踊り始めました。やぐらの上にあがらせてもらって踊

る外国人もいて、みなさん楽しそうに踊っていました。   

（報告：日本語教室部会 窪添ひろみ） 

 市の小学校教員と NIA日本語教室の学習者による調

理を通した交流活動が、昨年 8 月 30 日、秋津小学校

で行われました。習志野市教育研究会小学校英語部会

に所属する校長先生と先生合計 7 人と、NIA からは学

習者とボランティアを含めて 5人が参加しました。 

 このような企画は今回が初めてでしたが、モンゴル

出身のウンダルマーさん、インド出身のアナミカさん

のお 2人が快く協力してくださいました。 

 調理から食事まで、英語と日本語を交えながら、モ

ンゴルとインドの文化について会話が弾み、本場の味

は先生方にも大変喜んでいただけました。このような

交流の場で、NIA の活動がお役に立てて大変嬉しく思

いました。  （報告：日本語教室部会 鎌田庸子） 
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日本という「あたりまえ」から離れて
分かったこと…マルタでの一ヶ月 

渡邊小百合 （NI-Youth） 

現地の乗馬クラブ 語学学校の友人たちと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 私は昨年8月、イタリア南部に位置するマルタ共和国

に1ヶ月間の短期語学留学に行ってきました。 

 マルタを選んだ理由は、マルタはアメリカ、イギリ

ス、カナダなどと比べると費用が格段に安いこと、メ

ジャーどころではないマルタは日本人がそんなに多く

ないこと、さらにヨーロッパ随一の治安の良さです。 

 私は様々な国の人々と友達になり、英語も沢山話せ

た希望通りの1ヶ月を過ごすことができました。 

 私が英語に関して一番苦労したのは、友達になった

様々な国の人々が話す訛りの強い英語でした。トルコ、

スロヴァキア、カザフスタン等、約 15カ国の国の出身

の友達ができましたが、各国の訛りが強烈だったので

す。しかし、共通に理解可能な言語は英語しかありま

せん。ジェスチャーを使ったり絵を書いたり、互いに

様々な工夫をしたことで、英語力だけでなくコミュニ

ケーション力が格段に上がりました。この経験を通し

て発音や文法よりも、より「伝わる英語」が話せるこ

との大切さを学ぶことができました。 

 私のマルタ生活は、実は到着して2日で携帯を盗まれ

るという最悪な出来事で始まりました。日本人の友達

はおらず、家族、友達、和食、日本語…そして携帯と、

ほとんど全ての「あたりまえ」から離れて、今までと

同じなのは「自分自身」だけという状況でした。マル

タでは買い物一つするにも日本の倍くらい時間がかか

 夏のヨーロッパ一人旅。 

 バックパッカーに必要なのは 

 度胸、根性、判断力 

             貫 ひろか （NI-Youth）    

 私は昨年の夏、バックパッカーとして 3 週間、ヨー

ロッパ 10 か国 15 都市をリュック一つで旅してきまし

た。初めて訪れるヨーロッパ。行きの飛行機の中では、

すでにワクワクが止まりませんでした。 

 最初に着いたのはチェコ共和国のプラハでした。芸

術の街といわれるだけあり、とても美しい街並みが続

いていました。到着してすぐにスコールに降られてし

まったとき、あるお店の親切なおじさんが「寒いから

私の店で雨宿りしなさい」と言ってくれたり、電車の

切符の買い方もわからずあたふたしていると、それに

気づいた通りすがりの人がわざわざお金を出して切符

を買ってくれたりと、本当に素敵な出会いをしました。 

 もちろん行く先々で良い経験をしたというわけでは

なく、常に危険とハプニングとの隣り合わせでした。

また 3 週間の旅のスケジュールはハードで、時差ボケ

も治らないまま常に移動だったので、疲れが抜けませ

んでした。国や地域によっては真冬並みに寒い時もあ

り、事前の下調べの必要性を感じました。 

 それでも各国の名所や世界遺産を歩き回り、同じヨ

ーロッパでも国によって全く異なる文化や習慣がある

など多くのことを学び、もう二度と経験できないよう

な最高の旅ができました。女の子だから海外で一人は

危険？ いいえ、そんなことありません。度胸と根性と

判断力さえあれば誰でもバックパッカーになれます！ 

 私は昨年の夏、アメリカのタスカルーサ市に2014年

習志野市青少年海外派遣団の一員として行きました。 

 私は乗馬を趣味としています。そしてタスカルーサ

市青少年訪問団が6月に習志野市を訪問した際、団員の

女子の一人メアリーが同じように乗馬を趣味としてい

ることを知りました。メアリーとは富士吉田青年の家

での合宿でも馬について語り合い、素晴らしい、充実

した時間を過ごしました。実はこのことが縁となり、

私がタスカルーサ市を訪問した際の12日間をメアリー

の家にホームステイすることになったのです。 

 この12日間は毎日が刺激的で、視野がみるみるうち

に広がっていくように感じました。ぎこちないながら

も英語で好きな馬について語り合えたのもとても楽し

い出来事でした。現地の乗馬クラブを見学したときは

素晴らしい環境に大いに驚きました。アメリカは日本

に比べて乗馬に適した環境がそろっているのだなと思

いました。共通の趣味を持つ友達を海外で作ることが

できたことは、私にとって大きな誇りになりました。 

 この留学はいうまでもなく、私にとって大きな経験

乗馬がとりもつタスカルーサでの 

交流         材木谷 友里 （NI-Youth）   

になりました。馬を見た

だけでなく、毎日のよう

に食べたメキシカンフー

ドや、教会やミュージカ

ルへ行ったこと、湖に突

き落とされたこと（笑）

は一生の思い出です。ま

た機会があれば、この地

を絶対に訪れたいと思っ

ています。 

 

 

ってしまうし、道は迷

路のようでどこに行

くにも現地人に道を

尋ねました。携帯がな

くなった際は、同居の

ドイツ人が夜遅くま

で一緒に探してくれ

ました。この1ヶ月で

困ることがある度に沢山の人の優しさに触れ、今まで

あたりまえにしてもらっていたことがいかにありがた

いことなのかが分かりました。 
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中橋先生（前列左から 3人目）を囲む

参加のみなさん 

 第 49回世界の料理教室が昨年 11月 21日(金)、菊田

公民館で開催されました。 

 今回は中橋一榮（なかはしいちよう）先生をお招き

して、中国の家庭料理を教えていただきました。先生

は中国で内科の医師として活躍された後，現在 NIA の

中国語講座を 10年間担当されています。先生はやさし

く、難しい発音は何度も繰り返して発音をして下さり、

難しい意味は分かるまで説明して下さるのでリピータ

ーの生徒も多いと伺いました。当日先生はあいにく風

邪気味で、私達に風邪をうつさない配慮からマスクと

手袋をされていました。 

 レシピは「春餅（シュンピン）」「ほうれん草のスー

プ」「杏仁豆腐」です。 

 春餅はクレープのような生地に肉類や野菜など、さ

まざまな具を包んで食べる立春の日のお祝い料理で

す。自分の好きな具を包んで食べるこの料理は、大勢

でワイワイと楽しむホームパーティの時や、子供に喜

ばれるのではないでしょうか。 

 春餅の具は 3種類作りました 

 習志野市国際交流協会初代会長で、現在名誉顧問である林安次様が、療養中の

ところ、12 月 10 日ご逝去されました。享年 90 歳。ここにご生前をお偲びし、長

年のご指導に感謝し、謹んでご冥福をお祈り申し上げます。 

 林様は、当協会設立準備委員会会長として協会設立に大変ご尽力され、1987 年

（昭和 62 年）の設立時から 14 年間会長として、その後顧問として 13 年間、今年

から名誉顧問として長きに亘り役員を務められ、国際交流協会の礎を築きあげら

れました。 

 

 

①焼き豚・長ネ

ギ（白い部分の

千切り）・甜麺醤

(テンメンジャ

ン )②じゃがい

も・にんじん・

長ネギ〈青い部

分）の千切り炒

め③モヤシ・ピ

ーマン・油揚げ

の千切り炒め、

です。包む具は

 NI-Youthは、12月13日に市内のレストランで“Xmas 

Dinning”と銘打ってクリスマスパーティーを行いまし

た。NI-Youthメンバーを中心に、参加者は日本、中国、

台湾、マレーシア、メキシコ、スリランカと計 6カ国、

合わせて 27 名が参加しました。今回のクリスマス会

は、クリスマスにちなんでケーキやチキンの食事を参

加者みんなで食べながら英語や日本語での自己紹介や

質疑応答のコミュニケーションを楽しみました。 

 途中でサンタが登場して参加者にプレゼントを配る

サンタの帽子の参加者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●メールマガジンに読者登録を 
 スクウェアの電子版「メール・スクウェア」

を毎月１回、配信しています。無料です。配信

停止も自由です。配信をご希望の方は ＰＣメ

ールアドレスを niasquare@m.jcnnet.jpまで。 

●原稿をお寄せください 
 イベントや活動の報告、雑感、国際交流の体験など。

投稿は事務局または niasquare@m.jcnnet.jpへ 

●スクウェア編集部員を募集しています 
 一緒に広報活動をやってみませんか。経験不問です。 

 

広
報
か
ら 

 

 世界の料理「中国の家庭料理」 
 が開催されました 

 NI-Youth の"Xmas Dinning"が 
 開かれました 

訃
報 

1種類だけでもよいし、3種類全部でも良いとのことで

した。「野菜が多くヘルシー」と評判も良く、「包みな

がら食べるのは楽しくて、ついつい食べ過ぎてしまう」

と嬉しい悲鳴も聞かれました。 

 ほうれん草のスープは、ほうれん草の他に玉子、は

るさめが入っているマイルドな味の中国の家庭料理で

す。 

 今回の「杏仁豆腐」はたくさんのフルーツが入った

豪華な杏仁豆腐でしたが、中国の杏仁豆腐はあまりフ

ルーツの入ってないシンプルなものとのことでした。

（報告：杉本裕子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

具を包んで食べるこの料理は、大勢でワイワイと楽し

むホームパーティの時や、子供に喜ばれるのではない

でしょうか。 

 春餅の具は 3種類作りました。 

①焼き豚・長ネギ（白い部分の千切り）・甜麺醤(テン

メンジャン)  

②じゃがいも・にんじん・長ネギ〈青い部分）の千切

り炒め  

③モヤシ・ピーマン・油揚げの千切り炒め 

 包む具は一種類だけでもよいし、三種類全部でも良

いとのことでした。「野菜が多くヘルシー」と評判も良

く、「包みながら食べるのは楽しくて、ついつい食べ過

ぎてしまう」と嬉しい悲鳴も聞かれました。 

 「ほうれん草のスープ」はほうれん草の他に玉子、

はるさめが入っているマイルドな味の中国の家庭料理

です。 

 

というサプライズもあり

ました。パーティの中頃

から終わりに向かって参

加者も次第に打ち解けて

いき、最後にはフェイス

ブックを交換するなど多

くの新たな出会いが生ま

れました。最後にはチー

ム対抗ジェスチャーゲー

ムを行い、参加者同士の

交流もより一層深くなりました。 

（報告 NI-Youth 石野好洋） 


